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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

地球に生きる全ての生き物が命の継続可能な環境の実現を目指して、腐敗性有機物を堆肥化

し、循環型緑地還元を行う活動を地域と共に行いＳＤGｓの実現を目指しています。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

経済 

地域に発生する腐敗性有機物を堆肥

化し、肥料高騰対策と農業振興、資

源循環を継続する 

鹿児島県内での緑

地還元2022年 630

ｔ→ 2025年 800ｔ 

目標を大幅に超える

1,200ｔを緑農地還元 

環境 

社会 

経済 

自社レストランで発生する食品残渣

の堆肥化と堆肥化した肥料の自社農

園での使用。自社農園産の野菜の自

社レストランでの使用。 

１００％堆肥化の継

続 
継続して達成 

☐環境 

社会 

経済 

社員の有給休暇取得を促進するため

に、定期的に休暇取得希望のアンケ

ートを実施 

全社員が有給休暇

を年５日以上取得 

アンケートを継続して

全員が取得 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

企業活動を通じて地域社会に貢献するため，枕崎市が行う肥料説明会・枕崎朝市などに積極的

に参加し、緑地還元するほか，平川動物園で発生する動物の糞等を堆肥化し、同園に提供を継

続し利用量が増えた。枕崎市、平川動物公園共に利用量が大幅に増え、堆肥化自体が浸透して

きている。令和 7年度には堆肥化技術を導入した新たな提携工場が、枕崎市田布川町に完成

し、稼働を開始した。枕崎市の財政改善にも大きく貢献した。来期は離島、東南アジアにも活動を

広げたい。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

社会 

経済 

離島の農産物を中心とした所得向上と環境保全

のために地域に発生する有機物を堆肥化し、農

業振興と資源循環に役立てる 

離島への緑農地還元 2025 年

500t→2030年 800t 

☐環境 

社会 

経済 

多様な働き方に向けて継続雇用の拡大、延長を

実施する 

65歳以上の労働者 2025年 3名

→2030年 5名 

環境 

社会 

経済 

土壌資源の不足する国への提供および技術紹

介を行い、地球の緑を守る 

東南アジアへの肥料輸出 2025

年 80t→2030年 100t 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 
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＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

「株式会社サニウェイ」・・・弊社の技術を導入し、枕崎市に発生する廃棄物の堆肥化工場を枕崎

市田布川町に設立した企業 

「２SUN貿易株式会社・・・」弊社肥料をベトナムに輸出を開始した千葉県の企業 

「株式会社立神 Works」・・・弊社肥料をさとうきび栽培に新たに導入した奄美市笠利町の企業 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


